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＜新患情報＞

中村　順子様（54）センター新患10月1日（木）9：30来院、10：30診察予定　深澤Ｄｒ

　現在、八戸市にて長男と同居(現在は一時的に母も同居している)。元々は自宅で理容室を経営していた。時期不明だが、夫の浮気を疑うようになり、夫を責めるようになる。精神状態が不安定となり、急に泣き出す等があり、H26年12月からは理容室を休んでいた。夫の出勤時間が早い事を疑い、自転車で出勤する夫を車で追いかける事や、その数日後には玄関でバッドを持ち立ち続ける行動が見られ、長男が心配し、本人の母に相談をしていた。夫は無断で外泊したり連絡を入れない事が増え、それが拍車をかけ更に本人は夫を責めるようになった。上記状態から数か月前に母親が本人を連れて、八戸平和病院を受診。カウンセリングを希望して受診したが、担当医からは「浮気を疑うのであれば夫に誓約書を書かせた方がよい」と助言され、その後夫に誓約書を書かせていた。同院からは安定剤が処方となったが、服用せず。H27年8月末に、長女が結婚し沖縄に転居する事になり、送別会を行った。その際に気分の高揚さと落ち込みが繰り返し見られており、弟は様子がおかしいと感じていた。上記状態から、以前に長男が当院の受診を勧めた事があったが、精神科受診に抵抗はないものの、「知り合いが働いている」と話し、受診には至らず。H27年9月初めに夫が自殺(以前にも2回程、練炭による自殺未遂があった)。以後、感情のコントロールができず、泣いている時に急に笑い出す、その後急に泣き出す事を繰り返すようになった。外出する際にハンカチを10枚も鞄に入れる、すぐに話を忘れてしまう為細かくメモをとる、急に自分の幼少時の話をし出す行動が見られた。また、夫が他界後より家事ができなくなり、急遽本人の母が泊まり込み、家事全般を行うようになった(以前は埃一つ無いほどキレイ好きだった)。上記状態から、以前には見られなかった物忘れが見られる事、精神状態が不安定な事を含め、必要であれば治療を受けさせたいと家族が希望。家族は後追い自殺が心配だと話し、母が本人を見守っている状態との事。また、本人は知り合いがいる為青南病院の受診を拒否する可能性が高い為、「認知症疾患医療センター」への受診として病院に連れて行きたいと希望され、相談に至る。

＜カウンセリング・面談報告＞

・川口　莉空様～「行きたくない」と受診を渋った件について尋ねると、首をかしげ無言となっている。最近、猫を飼い始めたとのことで、猫の話が展開されると、にこにこと笑ったり、笑ったりする事がある。コラージュの最中に終始あくびをしており、昼夜逆転傾向にあると母様が言う。父親との関係については、言葉にすることはないが、「怖い」という感情について問うと、頷いている。

・小林　満　様～久しぶりの実施となる。母様が心理士と話したいといっていたのを「いいって」と言い、本人が止めていた。仕事をやめることになった経緯について話している。＜結局自分で辞めたんですよね＞と問うと、「まぁ…」と言い、＜どうしても働きたいんですって言わなかったの？＞と尋ねられると、モゴモゴと理由を述べている。飲酒については認め、主治医にも報告している。以前から抗酒剤を飲むか否かの問題であることは指摘され、本人も自覚はしているが、行動を変えるまでには至らず、飲酒している。＜このままいけば、逮捕される可能性が高いのでは＞という問いには、苦笑しており、「まぁ…」と言葉を濁す。

・山野下恵子様～仕事は順調であるという。お盆に姉が帰ってくることに対して大きな不安を抱いていた。実際に、姉に対して無視をしてしまい、しばらくして、「大人気ない」と思いなおし、姉に謝罪した。考えなおし、行動にうつしたことを支持している。「姉に対してコンプレックスがある」、「過去に（学校で）いじめられたトラウマだと思う」と言い、その経験を乗り越えられていないことを認めている。「自分に自信がない」という発言を何年も繰り返しており、出来ていることや変化していることを支持し、言葉にして伝えていくこととする。

・佐々木恵久子様～時間前に来院している。話したいことから優先的に話すように、またグチの場ではないことを伝える。相変わらず、夫と姑に対する不満が強い。＜不満なことは理解できるが何をしたいのか＞と問い続けているが、「だから」とまた不満を述べる。＜何がしたいかよくわからない＞と伝えると、本人もよく分かっていない様子。＜時間なので終わりますね＞と伝えてからも話し続けようとし、枠を守れない事が続いている。

・七崎　之利様～プライベートに関しては、遅いから無理等と飲み会を断る事が出来ていた。仕事に関しては、予定外のことを頼まれることや研究費の捻出のため、研究を構想しなくてはならず、それが頭の中を占めている状況である。「昔の自分ならこうだった」等と過去の自分と比べる事が多く、以前は躁状態で行っていたこと、今は少し客観的・冷静に物事を見る事が出来ていることを自覚し、支持している。無理しないようにと言い聞かせ、「前は良く見られたいから仕事をがんばっていたけど、今は“あいつに頼んでもだめだ”って思われる方がいいのかもしれない」と考えを変えた話をしている。

